
【資料４】 

（仮）教育・健康・福祉部会 第１回学習会 議事概要 

 

 

 

１ 日時場所 令和３年 12 月 22 日（水）午後７時～午後８時 30 分 

              東淀川区役所４階 401 会議室 

 

２ 出 席 者 （仮）教育・健康・福祉部会委員 18 名 （仮）安全・安心部会委員３名 

市会議員 1名、府議会議員 1名 

 

３ 議  題 

（１）こども・青少年の健全育成に地域が一体となって取り組んでいるまち 

 

（２）福祉と健康にみんなで取り組むまち 

 

区役所職員が、事前送付資料・当日配付資料・プロジェクター投影資料により、説明を 

行った後、質疑応答。 

質問・意見及び回答は次のとおり。（※枠内は委員質問・意見、枠外は区役所職員回答） 

（但し、「ご質問・ご意見シート」に記入していただいたものは、メールで１月 17 日

（月）までに回答をお送りします。） 

 

 

（１）こども・青少年の健全育成に地域が一体となって取り組んでいるまち 

 

〇児童虐待相談件数について 

投影資料に、児童虐待相談件数の記載があった。東淀川区は人口が多いことから、数だけ

でいうと（当然）多くなるので、児童数あたりの発生件数等で示す方が、区の特徴がより

わかるのではないか。 

 

 

（区役所職員回答） 

〇児童虐待相談件数について 

相談件数は記載しているものの、虐待件数は公表されていないが、区役所内（担当）で分

析して、取り組み等を考えていきたい。 

 

 

 

〇４歳児訪問事業について 

４歳児訪問はいつから行っているか？また、いつから絵本の配付をしているか？ 

 

 

（区役所職員回答） 

〇４歳児訪問事業について 

取り組みは大阪市全体で行っている。東淀川区では令和２年度から行っている。 

 

 

（２）福祉と健康にみんなで取り組むまち 



 

〇わくわくいきいき百歳体操について 

東淡路は、拠点が多いように感じている。（拠点が）少ないところがあれば教えてほしい。 

 

 

（区役所職員回答） 

〇わくわくいきいき百歳体操について 

 拠点の規模はまちまちであるため、数だけで一概には言えないが、区内17地域それぞれに

拠点はある。 

例えば、地域活動協議会が主体となって実施されている場合は、比較的大規模で、たくさ

んの人が参加されているが、マンションの住民が中心となって実施されている場合は、比

較的小規模で、参加者は10名前後である。 

 東淡路は、（地域活動協議会が主体で実施されている拠点のほか）住宅の集会所など、比較

的小規模の実施拠点がいくつかあると思う。 

 

 

〇ひがよどなごみ勉強会について 

① 勉強会に参加しているのは生活困窮世帯の子どもとのことだが、大学生等（サポータ

ー）は子どもたちに対して勉強を教える際に必要な配慮を行っているのか。 

 ②（①に対する区役所職員の回答を聞いた後）声かけをされた子の参加率等がわかれば、

教えてほしい。 

 

 

（区役所職員回答） 

〇ひがよどなごみ勉強会について 

① 大学生等には、委託事業者から勉強会の趣旨の説明を受け、理解してもらったうえで、

サポーターとして、参加者（中学生・高校生）に学習支援等をしていただいている。 

委託事業者は、サポーター等に対し定期的に個人情報や人権に係る研修等を行い、適切

に事業を実施していただいている。 

また、参加者の募集も広くは行わず、生活困窮世帯などの状況をみて個別に声をかけ、

興味があれば見学してもらう等して、参加につなげている。 

 ②区内２か所で行っているが、現登録者は約40名で、１か所あたり10名～15名程度、約60％

の方が参加されている。たまに参加する方やイベントのみ参加の方もおられる。 

 

 

〇地域別地域保健福祉計画について 

 ①新庄地域は、策定済である。策定後は、地域福祉コーディネーターを中心に見直しをし

ていくとのことだが、地域福祉コーディネーター自身は、そのような認識をもっておら

れるだろうか。経験や知識等がある方なら、認識をお持ちかもしれないが、そうでなけ

れば、（見直し等を行わず）そのままになってしまうことが懸念されるので、地域に任せ

るのではなく、区役所が指針等を出してほしい。 

 ②（①に対する区役所職員の回答を聞いた後）地域福祉コーディネーターがアセスメント

を行うとのことだが、１人では難しいので、地域住民の協力が得られる体制を作れるよ

う、指針を出してほしい。すべて、地域福祉コーディネーター１人に任せているように

感じる。計画の策定・見直しは大変な仕事なので、区役所・区社会福祉協議会がイニシ

アチブをとって進めてほしい。 

 



（区役所職員回答） 

〇地域別地域保健福祉計画について 

 ①地域福祉コーディネーターは、アセスメント（地域の課題・強み等の調査・分析）の中 

  心になってもらうが、１人で行うわけではなく、地域の皆さんと力を合わせて取り組ん

でいただきたい。 

 区役所・区社会福祉協議会が協力するので、個別にご相談いただきたい。 

 

 

〇学習会について 

 学習する場として開催されていると思うので、資料はプロジェクターで投影するだけでな

く、個別に配付してほしい。また、用語も専門的なので、コメントを付けるなど、資料づ

くりにも配慮してほしい。 

 

 

（区役所職員回答） 

〇学習会について 

 時間の関係で、このようなかたちになり、申し訳ない。後日、学習会資料をまとめてメー

ルでお送りする等、検討したい。 

 福祉関係の仕事をされている方、そうではない方、また以前から区政会議委員をされてい

た方、そうでない方、さまざまな委員がおられるので、いただいた意見を参考にしながら、

今後も学習会を開催していきたい。 

 

 

 

◆議員発言 

 ・パワーポイント資料での説明や「ご質問・ご意見シート」の配付等、私としては区役所

の努力を感じる。一方で、まだ満足しておられないとの意見もあるので、１つずつ進化

させてほしい。 

 ・大阪府警の情報によると、昨年、大阪府警が受理した児童虐待通報件数は9,070件、大阪

府警が児童虐待の疑いで児童相談所へ通告した12,294人（７年連続全国最多）のうち、

107件は検挙している。 

子どもの貧困率と児童虐待数はリンクしていると言われており、東淀川区は多い状況に

ある。 

 ・本日大阪市で、オミクロン株の市中感染が確認された。皆さんの感染対策でピークの高

さは低くできると思うので、引き続き、ご協力いただきたい。 


